
 
 
 
 
 
 
 

 

中津市 大規模雨水処理施設整備事業計画書 

 

【新規整備】 

 

北部第 3排水区 



 

 

北部第３排水区 大規模雨水処理施設整備事業計画（中津市） 

 

（様式１） 

項  目 内 容 ・ 施 策 等 

選定理由 （北部第３排水区） 

北部第３排水区は、沿岸地域で干満の影響を顕著に受けるため、高潮位時は少量の雨

で浸水被害を受けやすいうえに地区全体が低地部であることから、豪雨時には広範囲で

浸水被害が発生している状況である。 

令和2年度に既往最大となった平成29年7月の九州北部豪雨の雨量で浸水シミュレーシ

ョンを行った結果、被害家屋戸数が665戸（床上浸水147戸、床下浸水518戸）となった。

 現在出水期には、排水区内に4箇所の仮設ポンプを設置しているが、排水能力不足であ

り、路面冠水が発生して車両の通行が出来ない状態となっている。 

また、ダイハツ九州等の企業誘致による人口増加が進み、当該地域の宅地化が急速に

進行していることから、喫緊な浸水対策が必要となっている。 

 

整備目標 ① 本計画における対象降雨 

・本計画におけるハード・ソフト含めた対象降雨：52.7mm/h 

・目標とする理由：52.7mm/h(5 年確率) 

  ・ハード整備による整備水準の目標：52.7mm/h  

②目標設定 

ⅰ)生命の保護の観点  ：当該排水区に存在する訪問看護ステーション施設 1箇所

の床上浸水を防止する。 

ⅱ)都市機能の確保の観点：乗物の移動限界水深である 20cm を機能保全浸水深とし

て設定する。 

ⅲ)個人財産の保護の観点：床上浸水 0戸、床下浸水を 231 戸までに抑える。 

ⅳ)その他       ：特になし 

  

③ハード対策，ソフト対策及び自助の役割分担について 

ⅰ)ハード対策 

施設整備により 52.7mm/h（1/5 確率）の降雨において浸水被害を防止すること

を目的とする。 

ⅱ)ソフト対策及び自助 

下水道管理者による内水ハザードマップ公表などの情報提供及び地域住民の避

難訓練等の防災活動による防災意識の向上により、浸水被害をできるだけ小さく

する。 

 

 



項  目 内 容 ・ 施 策 等 

内水ハザ

ードマッ

プ策定状

況 

・ 有  (平成 31 年 2 月策定済み) 

・ 策定予定 (令和○年○月末策定予定) 

 

 

 

 

 

主な 

事業 

内容 

 

公

助 

ハード

対策 

下水道管理者 ・雨水ポンプ場の整備 排水能力 180m3/分×3台 

 

ソフト

対策 

下水道管理者 ・内水ハザードマップの公表 

自

助 

ソフト

対策 

 ・自主避難訓練（中津市防災危機管理課） 

 

備考）事業内容については主な施策について具体的な実施数量を記述 

また，下水道管理者以外が行う施策については，道路管理者など実施主体，制度要綱等を具体的に記述 

 
＊下水道浸水被害軽減総合事業の要件に該当し、当該事業による制度拡充分にあたる施設の整備を実

施する場合には、該当する施設をすべて記載すること（別紙可、下水道浸水被害軽減総合事業の様式
を参照）。なお、下水道浸水被害軽減総合計画を策定済みの場合は、その施設調書を添付すること。 

＊下水道総合地震対策事業の要件に該当し、当該事業による制度拡充分にあたる施設の整備を実施す
る場合には、該当する施設整備を総合地震対策計画に位置づけること。 

＊下水道施設の改築（浸水に対する安全度の向上を伴わないもの）を実施する場合には、当該施設の改
築を下水道ストックマネジメント計画に位置づけること。（総合地震対策計画に位置づけられている
場合を除く） 
 
 

 
年度計画（百万円） 

名称 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 計 

角木雨水ポンプ場 292 330 668 1,600 1,290 4,180 

計 292 330 668 1,600 1,290 4,180 

備考）事業内容に位置づけた施設について年割額（事業費）を記述。 

整備済のものは含めない。 

 

 

 

 

 

 



 

項  目 内 容 ・ 施 策 等 

整備効果 ＜事業評価の内容＞ 

浸水被害の軽減便益：3,443 百万円が削減される。 

Ｂ／Ｃ：1.1 

経済的内部収益率：4.4％ 

＜その他の定量的な効果＞ 

 

放流先河

川との調

整状況 

 

放流先の中津川については、十分な流下能力が確保されており、放流に対する影響は

ない見込みであるが、上流部の山国川に国土交通省管理の雨水排水機場が存在すること

から、運転条件を参考にして本川管理者と調整を行い策定中。 

 

 



 
（参考図面） 

 
1. 使用図面 

    5,000～10,000 分の 1程度で計画内容がわかるようにする。 
 
 

2. 図面記載内容 ＊あくまで記載方法の一例である。 

記載内容 色別 適用 

貯留施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 集水区域 
 
浸透施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 整備区域 
 
ポンプ施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 
雨水又は合流管渠 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 
 
計画対象区域界 
 
① 駅 
② 災害対策基本法に基づく地域防災計

画に位置付けられた施設(緊急輸送
道路，防災拠点等) 

③ 国の防災関係機関や県庁，市役所等の
施設 

④ 高齢者・障害者等要配慮者関連施設 
⑤ 床上浸水被害の未解消地区 
⑥ 下水道管理者以外の主体との連携に

より行われている整備 
⑦ 防水ゲート，止水板又は逆流防止施設 
⑧ 各戸貯留浸透施設 

 
 

 
黒 
赤 
青 
 
 

黒 
赤 
青 
 
 

黒 
赤 
 
 

茶 
橙 
 
 

桃 
 

緑 
 
 
 
 
 
 

水色 
黄色 

 
貯留施設を 2～3mm の実践で書く。 
施設名を記入。 
集水区域を 5mm 幅程度で囲む。施工済の場合
は黒で全体を薄く塗りつぶす。 
 
対象区域を 5mm 幅程度で囲む。 
施設名を記入。 
対象区域を 5mm 幅程度で囲む。 
 
 
直径 5mm の円にＰで表現。 
色で塗りつぶす。 
 
 
昭和 46 年 10 月 9 日付建設省告示第 1705 号
の別表に定める基準に適合する管渠を1mmの
実線で書く。 
管渠名を記入。 
 
2mm の実線。 
 
色で塗りつぶす。 
施設名を記入。 
 
 
 
 
 
水色で全体を薄く塗りつぶす。 
黄色で全体を薄く塗りつぶし，事業主体と事
業名を記載。 

 
  

 







新規事業採択時評価結果一覧
（平成３１年３月末現在）

【公共事業関係費】

【下水道事業】
（補助事業）

42 34 32 1.1

水管理・国土保全局
下水道部下水道事業課

課長　松原　誠

事 業 名
事業主体

総事業費
（億円）

費用便益分析

貨幣換算が困難な効果等による評価

費用の内訳

【内訳】
　建設費　　3,157百万円
　維持管理費 　84百万円

北部第３排水区大規模
雨水処理施設整備事業
中津市

【内訳】
　被害防止便益
　　　　　　　　　　3,443百万円

【主な根拠】
　浸水軽減戸数　約434戸
　浸水軽減面積　約2.87ha

・令和2年に行った浸水シミュレーションにより、浸水被害家屋
戸数が665戸（床上浸水147戸、床下浸水518戸）となった。
また、ダイハツ九州等の企業誘致による人口増加が進み、当
該地域の宅地化が急速に進行していることから、喫緊な浸水
対策が必要となっている。
上記の事から、平成29年7月の九州北部豪雨（既往最大降雨
73mm/h)に対応したポンプ場整備を行い、浸水被害を解消す
る。

担当課
（担当課長名）

貨幣換算した便益:B(億円)
Ｂ／Ｃ

便益の内訳及び主な根拠

費用:C(億円)



■令和４年度予算に向けた新規事業採択時評価について（補助事業等）

【公共事業関係費】

【下水道事業】

大分県 中津市 北部第３排水区大規模雨水処理施設整備事業 42 1.1

・事業評価対象の補助事業等（補助事業等および独立行政法人等施行事業（独立行政法人等が行う補助事業に限る。））を対象とし
たものである。

・事業評価の実施にあたっては、貨幣換算した便益だけではなく、貨幣換算することが困難な定量的・定性的な効果や事業の実施環
境等を含めて総合的に評価を行っているが、本一覧においては、B/Cの算出を行った事業について、その値を記載している。

都道府県
（実施箇所）

事業主体 事業名
全体事業費

(億円)
Ｂ／Ｃ 備考



担当課長名 松原　誠

実施箇所

事業名
（箇所名）

北部第３排水区大規模雨水処理施設整備事業（中
津市）

担当課 下水道事業課 事業
主体

中津市

大分県中津市
評価
年度

令和２年度

主な事業
の諸元

排水面積　約179ha

排水ポンプ場（雨水ポンプ場）　排水能力　3m
3
/s×3台

事業期間 事業採択 令和４年度 完了 令和８年度

総事業費
（億円）

42

目的・
必要性

＜解決すべき課題・背景＞
　北部第３排水区は、干満の影響を顕著に受けるため、高潮位時は少量の雨で浸水被害を受けやすいうえに地区全体が低地部であることか
ら、豪雨時には広範囲で浸水被害が発生している状況である。
　令和2年度に既往最大となった平成29年7月の九州北部豪雨の雨量(73mm/h)で浸水シミュレーションを行った結果、被害家屋戸数が665戸（床
上浸水147戸、床下浸水518戸）となった。現在出水期には、排水区内に4箇所の仮設ポンプを設置しているが、排水能力不足であり、路面冠水
が発生して車両の通行に支障をきたしている。
また、ダイハツ九州等の企業誘致による人口増加が進み、当該地域の宅地化が急速に進行していることから、喫緊な浸水対策が必要となって
いる。

＜達成すべき目標＞
　既往最大降雨（73.5mm/h）に対して浸水被害を発生させないように、雨水放流を担うポンプ場を整備することで浸水被害を解消する。

令和２年度

1.06 B-C 2

便益の主
な根拠

浸水軽減戸数：約434戸、浸水軽減面積：約2.87ha

事業全体
の投資効
率性

基準年度
B:総便益
(億円)

34 C:総費用(億円) 32 B/C

事業の効
果等

・既往最大降雨による浸水被害を解消する。
・浸水被害が軽減されることにより、区域内の生活環境の改善を図るとともに、新市街地の形成など地域活性化に寄与する。
・事業の進捗に応じて事業効果の検証を適切に実施する。

その他
＜第三者委員会の意見・反映内容＞
第三者への個別意見聴取を実施し、新規事業化は妥当であるとの意見を得ている。

EIRR
（％）

4.40%

感度分析

＜新規事業採択時評価＞



笹ケ瀬右岸地区 大規模雨水処理施設
整備事業計画事業

や ん ば

北部第３排水区 大規模雨水処理施設整備事業 （中津市）

○事業内容 ：雨水ポンプ場整備 １箇所

○全体事業費 ：約４２億円

○事業期間 ：令和２年度～令和８年度

○地元状況：地元自治会が、ポンプ場の整備等、緊急的
かつ効率的な治水対策を要望。

平成29年7月豪雨と同規模
の降雨（73mm/h）に対して、
床上浸水被害を解消。

事業の効果

ほ く ぶ だ い ３ は い す い く

ふ

＜被害軽減効果＞
床上浸水戸数（浸水深0.45以上）

147戸 → 0戸
床下浸水戸数（浸水深0〜0.45）

518戸 → 231戸

■整備効果

過去の豪雨による被害状況

Ｂ／Ｃ＝1.1

○北部第3排水区は、地区全体が低地であり、沿岸部でもあるため豪雨時、高潮位時には少雨において
も浸水被害が発生する。

○北部第3排水区大規模雨水処理施設整備事業により、雨水ポンプ場の整備等を行い、73.5mm/hの降
雨に 対して床上浸水被害の解消を図る。

本事業により
整備

北部第3排水区

浸水シミュレーションによる効果検証

位置図

令和2年7月

整備前 雨水ポンプ場整備後

角木雨水
ポンプ場

事業概要

P


